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STR流！わかりやすい資料づくりの工夫
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　最後に、弊社STRコンサルティングがIMを作るときに意識している「わかりやすい資料づくりの工夫」
を一部ご紹介しましょう。
　題材として、以下の架空のスーパーマーケットの取り扱い商品の特徴を説明するスライドを作ってみ
ました。様々なテクニックが盛り込まれていますので、まずはどの辺が工夫されているか考えてみてく
ださい。

　では、具体的にどのような工夫があるかご紹介しましょう。

工夫１．スライドタイトルでは一瞬でテーマを伝える
　まずはスライド上部のタイトル欄です。スライドタイトルは読者の目に最初に目に入る文字列ですので、
「このページではどんなことが説明されるのか」というページのテーマが一瞬で伝わるようにします。

【出所】販売データを集計し作成【厳秘】秘密保持契約対象者限り

仕入基盤強化により生鮮品売上が多数
当社の売上高は73.0%が生鮮３品で構成さ
れております（2023年3月期実績）。

これは「生鮮品の鮮度・品揃えで地域一番
店を目指す」とのスローガンのもと、生鮮仕
入の体制を強化しつづけてきた結果であると
自負しております（「３－２．商品開発の仕
組み」参照）。

惣菜は現在力を入れておらず、わずか
当社では通常のスーパーと異なり、惣菜の
取り扱いをほとんど行っておりません。その
ため、構成比は1.0%に留まります。

惣菜の取り扱いが低いのは、「限られた経
営資源を素材の仕入に集中する」という先
代社長からの経営方針によるものです　
（「２－２．店舗運営方針」参照）。

ただし、店舗従業員からも惣菜を増やした
いという要望は頻繁に提案されております。
現在はマンパワーの問題から方針転換の予
定はありませんが、仮に買収企業様からご
支援いただける場合は、惣菜強化を行うこ
とも十分可能と思われます。

２．当社事業の特徴

２－３．当社が販売している商品構成の特徴

商品販売構成比（2023年3月期）

生鮮３品（精肉・青果・鮮魚）の販売が 73%と多数を占める一方、惣菜は１%とわずかです。
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